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肝臓について知っておいていただきたいこと 
 

 

山梨大学医学部附属病院 消化器内科 教授 

 土屋 淳紀 

 

 

皆さんこんにちは。山梨大学医学部付属病院消化器内科で 2024 年 11 月より教授・

診療科長をしております土屋淳紀と申します。本日は、皆様に最近の肝臓に関する話題

をお伝えできればと思います。ヒトの肝臓はよく体の中の「化学工場」に例えられます。 

⚫ 食物の栄養分などを体内で利用できる形に変化させる「代謝（合成）」 

⚫ アルコールやアンモニアなどの有害物質を無毒化する「分解」「解毒」 

⚫ エネルギー源であるブドウ糖をグリコーゲンとして蓄えておく「貯蔵」 

⚫ 血を固めるのに必要な凝固因子の産生 

⚫ 脂肪の消化吸収に関わる胆汁の産生 

⚫ 肝臓に流れてくる細菌などに対する免疫機能の発揮 

など地味ですが【肝腎】【肝心】という言葉にあるように体にとって非常に大切な働

きをしています。また、【沈黙の臓器】として知られ、肝臓がひどく障害を受けた状態

（慢性経過で悪くなった場合、肝硬変）にならないと症状（例えば黄疸、腹水、静脈瘤

出血、肝性脳症）が出ないのが特徴のため、進行する前にいち早く止めることが必要で

す。その観点から本日は２つの事柄をお伝えできればと思います。 

 一つ目は、C 型肝炎ウイルスについてです。C 型肝炎ウイルスは肝炎を起こし高率

に慢性化し、日本で最大の肝硬変や肝細胞癌の原因でしたが、近年はウイルスに直接作

用して増殖を抑える飲み薬が開発され、現在では患者さは薬を８週間から 12 週間飲み

続けることでほぼ副作用もなくほぼ 100％に近くウイルスの消失を得ることができま

す。この薬の登場により多くの患者さんの治療が行われ、多くの方が恩恵を受けました。

そして、日本での肝硬変の一番の原因はＣ型肝炎でしたが、最近の日本肝臓学会の報告

では、アルコール（お酒）が肝硬変の最も大きな要因となりました。しかし、もし今ま

でに、C 型肝炎ウイルス陽性と言われているけれども治療を受けていないという方がい

らしたら、必ず最寄りの消化器内科医に受診いただき、治療を受けていただきたいと思

います。また、肝炎検査を受けていない方は是非一度肝炎検査を受けられることをお勧

めします。更に、Ｃ型肝炎の治療を受けウイルスが消失した患者さんも、それで終了で

はなく、定期的に肝細胞癌の発生がないか経過観察をしていただきたい点も重要なこと

です。 

 二つ目は、脂肪肝と言われている方についてです。脂肪肝は先にも上げたアルコー

ルも原因になりますが、アルコールを飲まない方でもいわゆる食生活での問題、運動不

足などが原因でもなります。脂肪肝の割合は男性が女性より多く、働き盛りの男性の半
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分弱が脂肪肝の状態です。また、女性では閉経後の 50-60 才代に増えてくる特徴があり

ます。脂肪肝は、特に症状があるわけではありませんが、将来に起こりうる病気の前兆

という事ができると思います。実際、脂肪肝を持っている方が 65 才以上になると約 7

割に糖尿病、約 6 割に高血圧、約 5 割に高脂血症を伴うというデータが出されていま

す。このようなことを背景に、脂肪肝を持つ患者さんの将来の病気の方向性は大きく 3

つに分けられます。一つは肝臓が悪くなり、線維化が進み肝硬変や肝細胞癌が出てくる

道です。二つ目は、これが一番多いですが心、血管の病気すなわち心筋梗塞や脳梗塞な

どの病気になる道です。そして 3 つ目が、肝臓以外の癌例えば女性の乳がん、性別を問

わず膵臓癌、大腸癌などのリスクが上がるといわれています。それでは、脂肪肝と言わ

れている方はどうすればよいでしょうか？既に糖尿病、高血圧、高脂血症として通院さ

れている方は、かかりつけの先生の生活指導・ご加療に従っていただきたいと思います。

もし、ALT＞30 U/L 以上で血小板値が常に 20 万/μLを下回るようであれば肝臓病が

進行している可能性が出てきますので更に、消化器内科医の診察を一回は受けていただ

きそのリスクに応じた経過観察を受けていただければと思います。また、乳がんや大腸

癌の発症を早期発見するために自治体検診もしくは人間ドックをしっかり受けていた

だきたいと思います。まだ、糖尿病、高血圧、高脂血症がない脂肪肝だけという方は、

放置されがちなケースが多いですが将来の病気の発症に備えて、生活習慣の改善に取り

組む必要があります。今は、10～20 才台と若いうちから脂肪肝がある方も増えていま

す。若いうちから外食を減らしたり、アルコールを含めた暴飲暴食をやめたり、間食を

減らしたり、糖分の入った飲料水を避けたり、野菜を増やしたり、それぞれの状態に合

わせ運動をし、体重を標準体重に少しでも近づけたり、このような小さな努力が将来の

病気の発症予防には実は大切です。 


